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中小企業が持続的に成長していくためには、既存事業の強化はもちろんですが、新事業創出も重要な選択肢のひとつです。
自社で完結することが多い開発ですが、社外のアイデアや技術を取り入れることで、これまでにない視点が生まれます。 
 

企業連携は「誰と」「何を」連携するかが非常に重要です。そこで、今回は、中小企業だけでなく、ベンチャー企業、大学・研究
機関など多様な主体から、実際の連携事例を聞ける機会を設けました。 
 

登壇者との情報交換が可能なネットワーキングの時間も設けておりますので、ぜひご参加をご検討ください。 
  

報道機関各位におかれましては、是非取材・広報いただきますようお願い申し上げます。 
（１）日   時 令和８年 10 月 30 日（金）16:00～19:00 ＊ハイブリッド開催（現地＋オンライン） 
（２）会   場 日立地区産業支援センター [日立市西成沢町 2-20-1] 
（３）後   援 日立市、(公財)日立地区産業支援センター、(株)ひたちなかテクノセンター、国立大学法人茨城大学 
    

・■■ ■■さん =  
➣ 県北・大田区の企業が登壇し、海外連携や組織変容の実践例を紹介。連携のリアルと成功へのヒントを提示。 
 

【登壇者】 ・石川 美菜子さん = 株式会社マイステック 代表取締役社長 
・伊藤 新さん = 株式会社今橋製作所 
・□澤 伸弥さん = 株式会社ヨシザワ 代表取締役*  

*大田区中小製造企業とオーストラリアスタートアップの共創プログラム（東京都支援事業）採択企業 
    
➣ 医療分野の新事業創出の当事者が、出会いから実装までのリアルを本音で共有。 
 

【登壇者】 ・島田 淳さん = 三和ニードル・ベアリング株式会社 上席執行役員  
・北川 全さん = メルフロンティア株式会社 代表取締役社長 

   
 

➣ 茨城大の新拠点「SAKURA BLOOM PARK」を紹介。産学連携による新産業と雇用創出の展望を語る。 
 

【登壇者】 ・酒井 宗寿さん = 国立大学法人茨城大学 研究・産学官連携機構 教授 
・真家 賢一さん = 国立大学法人茨城大学 研究・産学官連携機構 特命教授 
・大場 一雅さん = 株式会社ＫｉＡＩ 代表取締役 

 
  
 

   

【HITACHI IGNITE について】 
2023 年からものづくり企業とベンチャー企業、大手企業、大学・研究機関等との連携を目的に実施しています。 
４回目となる今回は「企業連携」をテーマに掲げ、ものづくり企業やベンチャー、大手企業、大学、研究機関等による交流イベントを

実施します。 

資料提供 

■お問い合わせ：茨城県産業戦略部技術振興局技術革新課イノベーション創出Ｇ 
              【担当】澤田、吉田 TEL029-301-3522 

「TSUKUBA CONNECT #90」の開催について 
～ 今回のテーマは 「HITACHI IGNITE 2026 組む技術、変わる現場、生まれる産業」～ 

＼詳細はこちら／ 

16:00～16:50 《session1》  県北ものづくりベンチャーの挑戦！日立から世界へ 

16:55～17:45 《session2》  ものづくり企業×ベンチャー企業の共創ストーリー 

17:50～18:30 《session3》  茨城大学「SAKURA BLOOM PARK」の「共創イノベーション」が変える、県北の未来 

18:30～19:00 《session4》  交流会 



（参考）TSUKUBA CONNECT とは

国内外の起業家や投資家、研究者など、様々な分野の方が集い、新事業展開や
新たな投資呼び込みなどを目指す交流プログラム

①概要
【運営】（一社）ベンチャー・カフェ東京
【内容】登壇者トーク、ピッチ、メンタリング、

ネットワーキングディスカッションなど
【日程】R8：年6回

R4～7：毎月１回（第３金曜開催） ※R2～R3：毎月２回 登壇者トーク ピッチ

ツ ク バ コ ネ ク ト

②実績・成果（R8.10月現在）

【開催回数】 88回
【 参加者 】 延べ12,000 名以上（約138名／回）

【成 果】 個別マッチング件数 560件（～R7）

※主なもの ・登壇を契機に、複数の企業が資金調達を実現
・多様な都内企業が、新たに本県エコシステム形成に参画

ネットワーキング テーブル展示

～スタートアップの世界的拠点形成に向けた交流プログラム～



Ⅰ ベンチャー企業の創出

●技術シーズの創出支援
つくば産学連携強化プロジェクトに参画し
筑波大と研究機関等の共同研究を促進

●創業・事業化加速、成長支援
研究機関の技術シーズの発掘から創業、
創業初期の成長をシームレスに伴走支援

●技術シーズ試作開発支援
ベンチャー企業・研究機関とものづくり
企業による試作開発などを支援

●地域課題解決型起業支援
地域課題の解決に資する起業者に
上限200万円を補助（補助率1/2）

Ⅱ ベンチャー企業の育成 Ⅲ 拠点づくり
／エコシステムの形成

●海外展開
NYのアクセラレータ―ERAとMOU締結
トレーニングとNYでのピッチ会の実施

●マッチング・販路開拓
県内企業（中小～大手）や他地域の大都市
圏と連携したマッチングイベントの開催

●公共調達
茨城ベンチャートライアル優良商品等創出
事業者認定制度による、認定と調達

●表彰、環境整備
めぶきビジネスアワードへの知事賞設置
つくば駅前に「創業プラザ」を設置

●茨城/つくば地域の連携体制整備
「つくばスタートアップ・エコシステム

コンソーシアム」（県/つくば市が共同
設置）により、支援機関の協力体制を
構築

●国内外の投資家の呼び込み
起業家、研究者、投資家などが交流する
TSUKUBA CONNECTを県外でも開催し、
投資家、事業会社などとの新たな
ネットワークを獲得
国際的なSUイベントにも積極的に参画

優れた技術シーズの発展・事業化から定着までを一貫して支援

（参考）茨城県によるスタートアップ支援の取組


